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(54)【発明の名称】 内視鏡の光源ユニット

(57)【要約】
【課題】  複数の発光素子を備える内視鏡の光源ユニッ
トのメンテナンスコストの低減化を図る。
【解決手段】  平板状の基板５０１の平面部に複数のソ
ケット保持部材５０２～５１０を配設する。基板５０１
は、基板５０１の中心軸線５０１Ｃ上にライトガイド１
２の入射端面１２Ｐが位置するよう配設する。ソケット
保持部材５０２～５０９は環状に成型し、ソケット保持
部材５１０は略円柱状に成型する。ソケット保持部材５
１０を基板５０１の平面部の略中央に配設し、環状のソ
ケット保持部材５０２～５０９を、ソケット保持部材５
１０を中心とし、同心円状に配設する。各ソケット保持
部材はそれぞれが単独で基板５０１から取り外せるよ
う、ネジ部材により基板５０１に取り付ける。各ソケッ
ト保持部材に一対の接触子を備える複数のソケットを埋
設し、各ソケットに白色ＬＥＤ２５０を取り付ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の半導体発光素子と、
前記複数の半導体発光素子が保持され、前記複数の半導
体発光素子がライトガイドの入射端面に対向するよう配
設される保持手段とを備え、
前記複数の半導体発光素子は、所定数単位で交換が可能
なように前記保持手段により保持されることを特徴とす
る内視鏡の光源ユニット。
【請求項２】  前記保持手段は、ベース部材と、前記ベ
ース部材に設けられる複数の受容部材とを備え、前記複
数の半導体発光素子は、一個単位で前記複数の受容部材
の１つに着脱可能に支持されるとともに、前記複数の受
容部材を介して駆動電流が供給されることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡の光源ユニット。
【請求項３】  前記複数の受容部材は前記ベース部材に
埋設されることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡の
光源ユニット。
【請求項４】  前記受容部材は、前記半導体発光素子の
リード線が挿入される接触子を備えることを特徴とする
請求項２に記載の内視鏡の光源ユニット。
【請求項５】  前記保持手段は複数のブロック部材から
成り、前記複数の半導体発光素子は、前記複数のブロッ
ク部材のそれぞれにおいて、前記複数のブロック部材が
組み立てられ前記保持手段を形成した状態にて前記入射
端面側に位置する面上に配設されることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡の光源ユニット。
【請求項６】  前記複数のブロック部材は、それぞれ径
の寸法が異なる環状部材であり、同心円状に配設される
ことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡の光源ユニッ
ト。
【請求項７】  前記複数のブロック部材は、平面部を有
する薄板状の部材であり、前記平面部が同一平面を形成
するよう組み立てられることを特徴とする請求項５に記
載の内視鏡の光源ユニット。
【請求項８】  前記複数のブロック部材のそれぞれは、
隣接するブロック部材と当接する側辺部における嵌合構
造により互いに支持されることを特徴とする請求項７に
記載の内視鏡の光源ユニット。
【請求項９】  前記複数のブロック部材は、それぞれ同
一形状、同一寸法であることを特徴とする請求項７に記
載の内視鏡の光源ユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡の光源ユニ
ットに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、ファイバースコープに接続される
光源装置や電子内視鏡に接続されるプロセッサ内に設け
られる光源には、キセノンランプやハロゲンランプ、メ
タルハライドランプ等が用いられている。これらのラン
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プを光源として用いる場合、ランプの放電に起因するノ
イズによる弊害や、放電管を制御するための所定の回路
ブロックを必要とするため光源装置全体が大型化する等
の問題がある。このような問題を解決するものとして、
特開平１１－２１６１１４号公報には、光源として白色
ＬＥＤを用いた光源装置が提案されている。
【０００３】白色ＬＥＤ単体の光量は上述のキセノンラ
ンプ等に比べると低いため、観察部位に十分な光量を有
する照射光を照射するためには複数の白色ＬＥＤを用意
しなければならない。従って、同公報には平板状若しく
は曲面状の保持部材に複数の白色ＬＥＤを半田付けによ
り固定する構成が示されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、白色Ｌ
ＥＤの製品固体差によりそれぞれの寿命にはばらつきが
ある。従って、保持部材に配設された複数の白色ＬＥＤ
のほとんどが使用可能な状態であっても、一部の白色Ｌ
ＥＤが経年劣化等により使用不可能となると、光源全体
として光量の低下等の問題が生じるため保持部材ごと交
換しなければならず、非経済的である。
【０００５】本発明は、以上の問題を解決するものであ
り、複数の光源を用いる内視鏡の光源ユニットのメンテ
ナンスのコスト低減を図ることを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明にかかる内視鏡の
光源ユニットは、複数の半導体発光素子と、複数の半導
体発光素子が保持され、複数の半導体発光素子がライト
ガイドの入射端面に対向するよう配設される保持手段と
を備え、複数の半導体発光素子は、所定数単位で交換が
可能なように保持手段により保持されることを特徴とす
る。
【０００７】好ましくは、保持手段は、ベース部材と、
ベース部材に設けられる複数の受容部材とを備え、複数
の半導体発光素子は、一個単位で複数の受容部材の１つ
に着脱可能に支持されるとともに、複数の受容部材を介
して駆動電流が供給され、例えば、複数の受容部材はベ
ース部材に埋設される。
【０００８】好ましくは、受容部材は、半導体発光素子
のリード線が挿入される接触子を備える。
【０００９】好ましくは、保持手段は複数のブロック部
材から成り、複数の半導体発光素子は、複数のブロック
部材のそれぞれにおいて、複数のブロック部材が組み立
てられ保持手段を形成した状態にて入射端面側に位置す
る面上に配設される。
【００１０】複数のブロック部材は、例えば、それぞれ
径の寸法が異なる環状部材であり、同心円状に配設され
る。
【００１１】複数のブロック部材は、例えば、平面部を
有する薄板状の部材であり、平面部が同一平面を形成す
るよう組み立てられる。好ましくは、複数のブロック部
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材のそれぞれは、隣接するブロック部材と当接する側辺
部における嵌合構造により互いに支持される。また、複
数のブロック部材は、例えば、それぞれ同一形状、同一
寸法である。
【００１２】以上のように、本発明によれば、内視鏡の
光源ユニットにおいて、複数の半導体発光素子が所定数
単位で交換可能に保持されるため、経年劣化等により使
用不可能となった半導体発光素子のみ、あるいは使用不
可能となった半導体発光素子を含む一部の半導体発光素
子のみを交換すればよい。従って、その他の使用可能な
半導体発光素子は引き続き光源として用いられるため経
済的である。
【００１３】保持手段に複数の受容部材を配設すること
により、半導体発光素子を一個単位で交換することが可
能となるため、より経済的である。
【００１４】また、受容部材をベース部材に埋設させる
ことにより、半導体発光素子のリード線が挿入される接
触子が保護されるため、受容部材の耐久性が増す。
【００１５】保持手段を複数のブロック部材に分割可能
な構成とすることにより、光源ユニットの組立が容易と
なる。また、保持手段が同一形状、同一寸法の複数のブ
ロック部材で組み立てられる構成とすれば、１種類のブ
ロック部材を製造すればよいため、ブロック部材の製造
においてコストの低減が図られる。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は、本発明に係る第１実施形
態が適用される電子内視鏡のブロック図である。スコー
プ１０は可撓性導管（可撓管）を有し、画像信号処理ユ
ニット２０に着脱自在に接続される。スコープ１０の先
端側には撮像センサ１１が設けられる。スコープ１０内
にはライトガイド１２が挿通されており、その出射端
は、スコープ１０の先端まで延びている。
【００１７】画像信号処理ユニット２０のシステムコン
トローラ２１は電子内視鏡を全体的に制御するマイクロ
コンピュータである。即ち、システムコントローラ２１
は中央処理ユニット（ＣＰＵ）、種々のルーチンを実行
するためのプログラム、常数等を格納する読出し専用メ
モリ（ＲＯＭ）、データ等を一時的に格納する書込み／
読出し自在なメモリ（ＲＡＭ）から成る。
【００１８】スコープ１０を画像信号処理ユニット２０
に接続すると、撮像センサ１１はスコープ１０内に設け
られたＣＣＤバッファ回路（図示せず）を介して画像信
号処理ユニット２０の映像信号処理回路２２に接続され
る。また、ライトガイド１２の入射端は画像信号処理ユ
ニット２０内に設けられた光源ユニット２３に光学的に
接続される。光源ユニット２３の詳細は後述する。ライ
トガイド１２の入射端近傍には、絞りユニット（図示せ
ず）が設けられる。
【００１９】画像信号処理ユニット２０にはフロントパ
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ネル２４が設けられ、このフロントパネル２４には種々
の表示灯や種々のスイッチが設けられる。電源スイッチ
（ＳＷ）２４１により画像信号処理ユニット２０の主電
源（図示せず）のＯＮ／ＯＦＦが切替えられ、点灯スイ
ッチ（ＳＷ）２４２により光源ユニット２３の点灯が制
御される。
【００２０】点灯ＳＷ２４２からの信号に基づいてシス
テムコントローラ２１は光源電力供給回路２５に制御信
号を出力する。システムコントローラ２１からの制御信
号に従い、光源電力供給回路２５により光源ユニット２
３への給電が適宜制御される。尚、光源電力供給回路２
５はプラグ（図示せず）を介して商用電源に接続されて
いる。
【００２１】上述のように、スコープ１０が画像信号処
理ユニット２０に接続されるとスコープ１０内のＣＣＤ
バッファ回路は映像信号処理回路２２に接続される。撮
像センサ１１から読み出された画像信号は、伝送用のＣ
ＣＤバッファ回路を介して映像信号処理回路２２に送ら
れる。映像信号処理回路２２では、プロセス回路ブロッ
ク２２０でサンプリング、クランプ、ブランキング、増
幅などの処理を経て、輝度信号（Ｙ）と色差信号（Ｒ－
Ｙ、Ｂ－Ｙ）とが作られる。輝度信号、色差信号はガン
マ補正等の所定の画像処理が施され、Ａ／Ｄ変換回路２
２１でデジタル画像信号に変換され、それぞれの画像メ
モリ（図示せず）に格納される。輝度信号、色差信号の
デジタル信号は、信号処理回路２２２で拡大、縮小、ノ
イズリダクション等の処理が施された後、Ｄ／Ａ変換回
路２２３によってアナログ信号に変換される。
【００２２】アナログ信号に変換された輝度信号、色差
信号は、出力回路２２４においてＲＧＢビデオ信号にデ
コードされ、また一方で、輝度信号（Ｙ）、色信号
（Ｃ）にエンコードされてＳビデオ信号（Ｙ／Ｃ）が生
成され、それぞれに水平同期信号及び垂直同期信号が付
加されて出力される。ＲＧＢビデオ信号、Ｓビデオ信号
は画像信号処理ユニット２０に接続された外部のＴＶモ
ニタ３０に伝送される。ＴＶモニタ３０では、伝送され
たＲＧＢビデオ信号またはＳビデオ信号に基づいて、画
面上に画像が表示される。
【００２３】尚、Ａ／Ｄ変換器２２１、Ｄ／Ａ変換回路
２２３における変換のタイミング、水平同期信号、垂直
同期信号の生成等はタイミングコントローラ２６により
制御される。
【００２４】図２は光源ユニット２３とライトガイド１
２を拡大して示す一部断面図である。光源ユニット２３
の保持板２３１（ベース部材）は略平板状であり、図２
において、その中心を含み厚み方向に沿って切断した断
面が示されている。保持板２３１は、後述する白色ＬＥ
Ｄ（半導体発光素子）が配設される取付け面２３１Ｐ
が、ライトガイド１２の入射端面１２Ｐに対向し、かつ
入射端面１２Ｐの中心１２Ｃが保持板２３１の中心軸線
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２３１Ｃ上に位置するよう、配設される。保持板２３１
において取付け面２３１Ｐには、軸線２３１Ｃを中心と
して同心円状に複数の環状段部２３２～２４０が形成さ
れる。環状段部２３２～２４０には、それぞれ白色ＬＥ
Ｄ２５０が複数、配設される。図２において、図の複雑
化を避けるため、切断面の後方に現れる各環状段部の線
部、および一部の白色ＬＥＤ２５０は省略されている。
また、図示されている白色ＬＥＤ２５０の取付け部分の
図示も省略されている。尚、白色ＬＥＤ２５０の取付部
分の詳細は後述する。
【００２５】図３は、環状段部の形成の一例を模式的に
示す図である。図３において、図の複雑化を避けるた
め、環状段部の頂点のみが図示され、各頂点間の距離も
等間隔で示される。図３に示すように、保持板２３１は
矩形を呈し、環状段部は保持板２３１の取付け面２３１
Ｐの中心軸線２３１Ｃを中心として同心円状に形成され
る。
【００２６】図４は図２に示す環状段部２３３～２３５
における白色ＬＥＤ２５０の取付け部分を拡大して示す
図である。図２と同様、切断面の後方に現れる各環状段
部の線部は省略されている。環状段部２３３～２３５を
形成する斜面のうち、取付け面２３１Ｐの中心に向けて
傾斜する斜面２３３Ａ、２３４Ａ、２３５Ａは、それぞ
れに直交する直線がライトガイド１２の入射端面１２Ｐ
（図２参照）に交差するよう、所定の角度で傾斜してい
る。斜面２３３Ａ、２３４Ａ、２３５Ａには、ソケット
２６０（受容部材）が複数、配設される。ソケット２６
０は、一対の接触子２６１、２６２と、接触子２６１、
２６２を電気的に絶縁する絶縁部２６３を備える。
【００２７】白色ＬＥＤ２５０は、Ｐ型半導体層とＮ型
半導体層を接合して成る発光体２５０Ａ、発光体２５０
Ａに取り付けられたリード線２５０Ｂ、２５０Ｃ、発光
体２５０Ａを封止する、例えばエポキシ樹脂からなる透
明な封止部材２５０Ｄを備える。封止部材２５０Ｄは略
円柱状に成型される。リード線２５０Ｂ、２５０Ｃは、
それぞれソケット２６０の接触子２６１、２６２に挿入
される。各ソケット２６０の接触子２６１、２６２は絶
縁部材２６３により電気的に絶縁されると共に光源電力
供給回路２５（図１参照）に接続されており、システム
コントローラ２１の制御のもと、接触子２６１、２６
２、リード線２５０Ｂ、２５０Ｃを介して、発光体２５
０Ａに順方向に電流が流され、発光体２５０Ａが発光す
る。
【００２８】上述のように、環状段部２３３～２３５の
斜面２３３Ａ、２３４Ａ、２３５Ａはそれぞれに直交す
る直線がライトガイド１２の入射端面１２Ｐに交差する
よう形成されているので、白色ＬＥＤ２５０から出射さ
れる出射光は、ライトガイド１２の入射端面１２Ｐに入
射する。他の環状段部２３６～２４０も同様、それぞれ
の位置に応じて、取付け面２３１Ｐの中心に向けて傾斜
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する斜面は、直交する直線がライトガイド１２の入射端
面１２Ｐに交差するよう、所定の角度で傾斜しており、
配設される白色ＬＥＤ２５０の出射光は入射端面１２Ｐ
に入射する。即ち、取付け面２３１Ｐに配設される各白
色ＬＥＤ２５０の射出光の中心軸は、図２において１点
鎖線Ｒ１１、Ｒ１２で示す範囲内に収まる。
【００２９】図５は、本発明に係る第２実施形態が適用
される光源ユニット３００とライトガイド１２を示す図
である。光源ユニット３００は第１実施形態と同様の画
像信号処理ユニット２０内に設けられる。光源ユニット
３００は、平板状の基板３０１と、基板３０１の平面部
３０１Ｐに配設されるソケット保持板３０２を備える。
基板３０１及びソケット保持板３０２は、図５において
その中心を含み厚み方向に沿って切断した断面が示され
ている。図２と同様、図５は複雑化を避けるため、一部
の白色ＬＥＤ２５０は省略され、図示されている白色Ｌ
ＥＤ２５０の取付け部分の図示も省略されている。白色
ＬＥＤ２５０の取付部分の詳細は後述する。
【００３０】光源ユニット３００は、ソケット保持板３
０２の取付け面３０２Ｐがライトガイド１２の入射端面
１２Ｐに対向し、かつ入射端面１２Ｐの中心１２Ｃがソ
ケット保持板３０２の中心軸線３０２Ｃ上に位置するよ
う、配設される。ソケット保持板３０２の取付け面３０
２Ｐには、軸線３０２Ｃを中心として同心円状に、第１
実施形態の環状段部２３２～２４０と同様の複数の環状
段部３０３～３１１が形成される。環状段部３０３～３
１１には、それぞれ白色ＬＥＤ２５０が複数、配設され
る。尚、図５の複雑化を避けるため、切断面の後方に現
れる各環状段部の線部は省略されている。
【００３１】図６は、環状段部の形成の一例を模式的に
示す図である。図６において、図の複雑化を避けるた
め、環状段部の頂点のみが図示され、各頂点間の距離も
等間隔で示される。図６に示すように、基板３０１は矩
形を呈し、ソケット保持板３０２は円形を呈する。環状
段部は保持板３０２の中心軸線３０２Ｃを中心として同
心円状に形成される。
【００３２】図７は図５に示す環状段部３０４～３０６
における白色ＬＥＤ２５０の取付け部分を拡大して示す
図である。図５と同様、切断面の後方に現れる各環状段
部の線部は省略されている。第１実施形態と同様、環状
段部３０４～３０６を形成する斜面のうち、ソケット保
持板３０２の中心に向けて傾斜する斜面３０４Ａ、３０
５Ａ、３０６Ａは、それぞれに直交する直線がライトガ
イド１２の入射端面１２Ｐに交差するよう、所定の角度
で傾斜している。斜面３０４Ａ、３０５Ａ、３０６Ａに
は、ソケット３１０（受容部材）が複数、埋設される。
ソケット３１０は、一対の接触子３１１、３１２から成
り、接触子３１１、３１２はそれぞれ、基板３０１を挿
通し、光源電力供給回路２５（図１参照）に接続されて
いる。また、斜面３０４Ａ～３０６Ａには、接触子３１
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7
１、３１２に対応して、開口部３２１、３２２が形成さ
れている。
【００３３】環状段部３０４において白色ＬＥＤ２５０
は取り付けられた状態が示され、環状段部３０６におい
て白色ＬＥＤ２５０は取り外された状態が示されてい
る。また、環状段部３０５において、ソケット３１０に
白色ＬＥＤ２５０が取り付けられる途中、若しくは取り
外される途中の状態が示されている。環状段部３０５に
示されるように、白色ＬＥＤ２５０は、開口部３２１、
３２２からリード線２５０Ｂ、２５０Ｃを挿入すること
により取付けられる。さらに、図８に示すように、ソケ
ット保持板３０２は基板３０１に対して着脱可能であ
る。
【００３４】他の環状段部３０６～３１１においても、
同様にソケット３１０が埋設されており、白色ＬＥＤ２
５０が取り付けられる。上述のように、取付け面３０１
Ｐに形成される環状段部３０３～３１１は、第１実施形
態の環状段部２３２～２４０と同様に形成される。従っ
て、取付け面３０１Ｐに配設される各白色ＬＥＤ２５０
の射出光の中心軸は、図５において１点鎖線Ｒ２１、Ｒ
２２で示す範囲内に収まる。
【００３５】以上のように、第１及び第２実施形態によ
れば、複数の白色ＬＥＤ２５０はそれぞれソケットに取
り付けられる。即ち、一個毎に白色ＬＥＤ２５０の交換
が可能である。従って、白色ＬＥＤ２５０の製品個体差
により耐久年数にばらつきがある場合や、不良品が混入
しているような場合であっても、使用可能な他の白色Ｌ
ＥＤ２５０は取り付けたまま、使用不可能となった白色
ＬＥＤ２５０のみソケットから取り外し、新たな白色Ｌ
ＥＤ２５０と交換すればばよい。
【００３６】尚、第１実施形態において環状段部２３２
～２４０は保持板２３１に一体的に形成され、第２実施
形態において環状段部３０３～３１１はソケット保持板
３０２に一体的に形成されているが、これらの環状段部
に代えて、例えば、図９に示すように、傾斜部材を用い
てもよい。図９の基板４０１は矩形の平板に成型され、
ソケット保持板４０２は円板状に成型される。
【００３７】ソケット保持板４０２には、ソケット４１
０が埋設される。ソケット保持板４０２の平面部４０２
Ｐには、第１及び第２実施形態の環状段部に相当する複
数の傾斜部材４２０が配設される。即ち、複数の傾斜部
材４２０はそれぞれ長さの異なる径を有する環状に形成
され、平面部４０２Ｐにおいて同心円状に配設される。
白色ＬＥＤ２５０は、各傾斜部材４２０において平面部
４０２Ｐの中心に向かって傾斜する傾斜面に複数、配設
され、それぞれのリード線２５０Ｂ、２５０Ｃは傾斜部
材４２０を挿通し、対応するソケット４１０の接触子４
１１、４１２に挿入される。尚、図の複雑化を避けるた
め、切断面の後方に現れる各傾斜部材の線部は省略され
ている。
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【００３８】図１０は、本発明に係る第３実施形態が適
用される光源ユニット５００とライトガイド１２を拡大
して示す一部断面図である。光源ユニット５００は第１
実施形態と同様の画像信号処理ユニット２０内に設けら
れる。光源ユニット５００は、平板状の基板５０１と、
基板５０１の平面部に配設される複数のソケット保持部
材５０２～５１０を備える。基板５０１及びソケット保
持部材５０２～５１０は、図１０において基板５０１の
中心を含み厚み方向に沿って切断した断面が示されてい
る。光源ユニット５００は第１及び第２実施形態と同
様、基板５０１の中心軸線５０１Ｃ上にライトガイド１
２の入射端面１２Ｐが位置するよう、配設される。図２
及び図５と同様、図１０は複雑化を避けるため一部の白
色ＬＥＤ２５０は省略され、図示されている白色ＬＥＤ
２５０の取付け部分の図示も省略されている。白色ＬＥ
Ｄ２５０の取付部分の詳細は後述する。
【００３９】ソケット保持部材５０２～５０９は、それ
ぞれ環状に成型され、ソケット保持部材５１０は略円柱
状に成型される。ソケット保持部材５１０は、基板５０
１の平面部の略中央に配設される。環状のソケット保持
部材５０２～５０９は、ソケット保持部材５１０を中心
とし、同心円状に配設される。即ち、環状のソケット保
持部材５０２～５０９の内周面は、隣接するソケット保
持部材のうち、基板５０１の中心側に位置するソケット
保持部材の外周面に当接する。また、環状のソケット保
持部材５０２～５０８の外周面は、隣接するソケット保
持部材のうち、基板５０１の平面部の周縁部側に位置す
るソケット保持部材の内周面に当接する。尚、図１０の
複雑化を避けるため、切断面の後方に現れる各ソケット
保持部材の線部は省略されている。
【００４０】図１１は環状のソケット保持部材５０３、
５０４、５０５の近傍を拡大して示す図である。図１０
と同様、切断面の後方に現れる各ソケット保持部材の線
部は省略されている。ソケット保持部材５０３～５０５
の斜面５０３Ａ、５０４Ａ、５０５Ａは、第１及び第２
実施形態の環状段部と同様、直交する直線がライトガイ
ド１２の入射端面１２Ｐ（図１０参照）に交差するよう
所定の角度で傾斜している。また、ソケット保持部材５
０３、５０４、５０５には、第２実施形態と同様のソケ
ット３１０が埋設される。ソケット３１０の一対の接触
子３１１、３１２は、第２実施形態と同様、基板５０１
を挿通し、光源電力供給回路２５（図１参照）に接続さ
れる。白色ＬＥＤ２５０をソケット３１０に取付ける構
成は第２実施形態と同様であるので説明は省略する。
【００４１】他のソケット保持部材５０２、５０６～５
１０も同様の構成を有する。従って、各ソケット保持部
材に取り付けられる白色ＬＥＤ２５０の射出光の中心軸
は、図１０おいて１点鎖線Ｒ３１、Ｒ３２で示す範囲内
に収まる。
【００４２】図１２は、ソケット保持部材５０５の平面
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図である。一対の開口部５２１、５２２は、ソケット保
持部材５０５の斜面５０５Ａにおいて、周方向に等間隔
に複数、形成される。開口部５２１、５２２に対応して
ソケット３１０（図１１参照）が埋設されている。即
ち、ソケット３１０は、ソケット保持部材５０５の周方
向において等間隔に複数、埋設されている。
【００４３】図１３は、ソケット保持部材５０５を基板
５０１に取付けた状態で、隣接するソケット３１０の間
で切断した断面の一部を拡大して示す図である。ネジ５
３０は、基板５０１に形成されたネジ孔５３１を挿通
し、ソケット保持部材５０５に螺合している。ソケット
保持部材５０５は、その周方向に埋設された複数のソケ
ット３１０の間において、ネジ５３０により基板５０１
に固定される。他のソケット保持部材５０２～５０４、
５０６～５０９も同様に、ネジ部材により基板５０１に
固定される。以上のように、第３実施形態のソケット保
持部材５０２～５０９は、それぞれ、基板５０１におい
て対応する位置に形成されるネジ孔を挿通するネジ部材
により基板５０１に固定されるため、それぞれ独立して
基板５０１への取付け、及び取り外しが可能である。
【００４４】第３実施形態によれば、第１及び第２実施
形態と同様、白色ＬＥＤ２５０単位で交換することも可
能であり、さらに、ソケット保持部材単位で交換するこ
とも可能である。例えば、観察部位の周辺の光量を上げ
るため、ソケット保持部材５０２、５０３等、基板５０
１の周縁部近傍に配設されるソケット保持部材に取り付
けられる白色ＬＥＤ２５０に比較的高い駆動電流を流す
場合、これらの白色ＬＥＤ２５０は、他のソケット保持
部材に配設される白色ＬＥＤ２５０よりも、耐久年数が
短くなる可能性がある。そのような場合、他のソケット
保持部材は基板５０１に固定したまま、交換の必要な白
色ＬＥＤ２５０が配設されているソケット保持部材のみ
を基板５０１から取り外せばよい。
【００４５】尚、第１～第３実施形態の光源ユニットに
は、白色ＬＥＤ２５０が用いられているがこれに限るも
のではなく、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）を出
射する３種類のＬＥＤを用いてもよい。ＲＧＢ３種類の
ＬＥＤを用いる場合は、それぞれのＬＥＤの出射光が混
色し、ライトガイド１２の入射端面１２Ｐの入射光が白
色となるよう、各環状段部、若しくは環状のソケット保
持部材において、適宜配設する。
【００４６】図１４は、本発明に係る第４実施形態が適
用される光源ユニットの正面図であり、白色ＬＥＤ２５
０の配設位置が模式的に示される。保持板６０１は全体
として円板状を呈し、その略全域にわたって複数の白色
ＬＥＤ２５０が配設される。保持板６０１は、第１実施
形態の画像信号処理ユニット２０と同様の画像信号処理
ユニット内において、白色ＬＥＤ２５０が設けられた面
がライトガイドの入射端面に対向するよう配設される。
各白色ＬＥＤ２５０は破線で囲まれた領域Ａ１に代表的
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に示されるように、正方格子状に配設される。尚、各白
色ＬＥＤ２５０は、それぞれの配設位置に応じて射出光
がライトガイド１２の入射端面１２Ｐに入射するよう所
定の角度で半田付けされる。
【００４７】図１５に示すように、保持板６０１は、４
つのブロック部材６１０、６２０、６３０、６４０に分
割される。換言すれば、ブロック部材６１０～６４０に
おいて白色ＬＥＤ２５０が配設された面が同一平面を形
成するよう、各ブロック部材を組み立てることにより、
全体として円形の保持板６０１が形成される。ブロック
部材６１０～６４０は同一形状、同一寸法に成型され、
セクター（扇）状を呈する。各ブロック部材の一方の側
辺部６１１、６２１、６３１、６４１にはそれぞれ凸部
６１１Ａ、６２１Ａ、６３１Ａ、６４１Ａが形成され、
他方の側辺部６１２、６２２、６３２、６４２には後述
する凹部が形成される。
【００４８】図１６は、ブロック部材６１０の側辺部６
１１及びブロック部材６２０の側辺部６２２の一部を拡
大して示す図である。ブロック部材６２０の側辺部６２
２には、ブロック部材６１０の凸部６１１Ａが嵌合可能
な凹部６２２Ａが形成されている。他のブロック部材６
１０、６３０、６４０の側辺部６１２、６３２、６４２
においても同様の凹部が形成されている。即ち、ブロッ
ク部材６１０～６４０は、隣接する側辺部の凸部と凹部
が嵌合することにより、互いに支持される。
【００４９】第４実施形態においてセクター状のブロッ
ク部材を組み立てることにより円板状の基板が形成され
るがこれに限るものではなく、例えば図１７に示すよう
に、同一寸法、同一形状の矩形のブロック部材７１０～
７４０を４つ組み合わせて、全体として矩形の保持板７
０１を形成する構成としてもよい。
【００５０】また、第４実施形態において、白色ＬＥＤ
２５０は正方格子状に配設されるがこれに限るものでは
なく、例えば図１８（ａ）（ｂ）に示すように、各ブロ
ック部材において、各ブロック部材を組み立てたとき放
射状に位置するよう、各白色ＬＥＤ２５０を配設しても
よい。
【００５１】図１９は、本発明に係る第５実施形態の光
源ユニットの正面図であり、図１４、１７、１８と同
様、白色ＬＥＤ２５０の配設位置は模式的に示される。
図１９（ａ）の各ブロック部材８１０、８２０、８３０
はセクター状に成型され、同一形状・同一寸法を有し、
これら３つのブロック部材８１０～８３０を組み立てる
ことにより、全体として円板状の保持板８０１が形成さ
れる。また、各白色ＬＥＤ２５０は、破線で囲まれた領
域Ａ２に代表的に示されるように、任意の白色ＬＥＤ２
５０に対して、その白色ＬＥＤ２５０に隣接する全ての
白色ＬＥＤ２５０は等距離に位置している。換言すれ
ば、任意の白色ＬＥＤ２５０を中心とする六角形の頂点
上に、中心となる白色ＬＥＤ２５０に隣接する白色ＬＥ
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Ｄ２５０が位置している。
【００５２】図１９（ｂ）に示す光源ユニットは、２つ
の台形状のブロック部材９１０、９２０と、１つの５角
形のブロック部材９３０を組み合わせることにより、全
体として矩形の平面部を有する保持板９０１が形成され
る。各白色ＬＥＤ２５０は１９図（ａ）と同様、任意の
白色ＬＥＤ２５０に対して、その白色ＬＥＤ２５０に隣
接する全ての白色ＬＥＤ２５０は等距離に位置してい
る。図１９（ａ）及び（ｂ）に示す光源ユニットの保持
板８０１、９０１基板は、第４実施形態と同様、隣接す
るブロック部材の側辺部にそれぞれ形成される凸部と凹
部の嵌合構造により支持される。
【００５３】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、複数の
光源を用いる光源ユニットのメンテナンスにおいてコス
トの低減化が図られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る第１実施形態が適用される電子内
視鏡のブロック図である。
【図２】第１実施形態の光源ユニットの一部断面図であ
る。
【図３】第１実施形態における白色ＬＥＤの取付け位置
を模式的に示す図である。
【図４】第１実施形態における白色ＬＥＤの取付け部分
の拡大図である。
【図５】本発明に係る第２実施形態の光源ユニットの一
部断面図である。
【図６】第２実施形態における白色ＬＥＤの取付け位置
を模式的に示す図である。
【図７】第２実施形態における白色ＬＥＤの取付け部分
の拡大図である。
【図８】第２実施形態におけるソケット保持部と基板の
拡大図である。
【図９】白色ＬＥＤの取付け構造の変形例を示す拡大図
である。
【図１０】本発明に係る第３実施形態の光源ユニットの
一部断面図である。
【図１１】第３実施形態における白色ＬＥＤの取付け部
分の拡大図である。
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【図１２】第３実施形態のソケット保持部材の平面図で
ある。
【図１３】図１２のソケット保持部材のみを基板に取り
付けた状態において、ソケットの間で切断して示す断面
図である。
【図１４】本発明に係る第４実施形態が適用される光源
ユニットの平面図である。
【図１５】第４実施形態の光源ユニットの保持板を各ブ
ロック部材に分解して示す図である。
【図１６】図１５において隣接するブロック部材の一部
を拡大して示す図である。
【図１７】第４実施形態の変形例の光源ユニットの平面
図である。
【図１８】第４実施形態の変形例の光源ユニットの平面
図である。
【図１９】本発明に係る第５実施形態が適用される光源
ユニットの平面図である。
【符号の説明】
１０  スコープ
１２  ライトガイド
２０  画像信号処理ユニット
２１  システムコントローラ
２２  画像信号回路
２３  光源ユニット
２４  フロントパネル
２５  光源電力供給回路
３０  ＴＶモニタ
２３１  保持板
２５０  白色ＬＥＤ
２５０Ａ  発光体
２５０Ｂ、２５０Ｃ  リード線
２５０Ｄ  封止部材
３０１、５０１  基板
３０２  ソケット保持板
３１０、４１０  ソケット
３１１、３１２、４１１、４１２  接触子
４２０  傾斜部材
５０２～５０９  ソケット保持部材
６０１、７０１、８０１、９０１  保持板
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